
「平成２４年度教育行政執行方針」から

〔義務教育において〕 育った場所で学力に著しい差があるということは本来あってはならないことであり、
こうした差を埋める努力をすることは、教育に携わる者の責務。

〔学力について〕 平成２６年度の全国調査までに「全国平均以上」にすることを大きな目標として掲げ
たところ。

〔北海道教育委員会として〕 本年も引き続き、授業改善と望ましい生活習慣の定着を車の両輪と位置付けながら、
こうした学力をはじめとする様々な課題に正面から向き合い、前例に囚(とら)われず効
果的な施策を総合的に進めてまいる。

■ 重点施策の展開

豊かな心と健やかな体の育成

● 豊かな心 ● ● 健やかな体 ●

地域全体で子どもたちを
守り育てる体制づくりの推進

社会で活(い)きる実践的な力の育成

● 確かな学力 ●

基礎的・基本的な知識・技能
それらを活用できる力の育成

信頼される学校づくりの推進

北海道らしい生涯学習社会の実現

■ 教育行政に臨む基本姿勢


